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同
期
の
柴
田

大
地
（
文
２
）
か
ら

の
「
日
本
一
の
相
棒
証
明
し

て
こ
い

」
と
い
う
手
袋
に
書
か

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
握
り
し
め
21
・

４
㌔
を
走
り
抜
け
た
。
「
（
吉
居
）

大
和
さ
ん
と
区
間
賞
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
話
し
た
い
」
と
い
う
目
標
も
達
成

し
、
「
シ
ン
プ
ル
に
う
れ
し
い
」
と

大
舞
台
で
満
足
の
い
く
レ
ー
ス
と
な

っ
た
。

を
更
新
し
た
兄
・
吉

居
大
和
氏
を
思
い
出
さ
せ

る
快
走
で
中
大
の
往
路
準
優

勝
へ
大
き
く
弾
み
を
つ
け
た
。

ま
た
、
３
区
を

走
っ
た
本
間
も
初

出
走
な
が
ら

歴
代
４
位
の

１
時
間
０
分

16
秒
で
区
間

賞
を
手
に
し

た
。
佐
野
主

将

か

ら

の

「
叶
わ
な
か

っ
た
俺
の
夢

託
す

」
、

演
じ
、
１
時
間
１
分
７
秒
と
い
う
歴

代
４
位
の
記
録
で
区
間
賞
を
獲
得
。

「
ま
さ
か
後
ろ
が
つ
い
て
こ
な
い
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
本
当
に

ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た

が
、
３
年
前
に
区
間
記
録

「
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
積
極
的
な
走

り
を
し
て
、
チ
ー
ム
に
流
れ
を
作
っ

て
い
け
た
ら
」
。
箱
根
駅
伝
前
に
語

っ
た
そ
の
目
標
を
ま
さ
に
体
現
し
た

走
り
だ
っ
た
。
１
区
を
任
さ
れ
た
吉

居
は
ス
タ
ー
ト
直
後
か
ら
独
走
劇
を

陸上競技部

第
１
０
１
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅

伝
競
走
（
以
下
、
箱
根
駅
伝
）
で
中
大
が
下

馬
評
を
覆
す
総
合
５
位
に
入
り
シ
ー
ド
権
を
獲

得
。
１
区
・
吉
居
駿
恭
（
法
３
）
と
３
区
・
本

間
颯
（
経
２
）
が
区
間
賞
に
輝
い
た
。
４
年
生
を

中
心
に
歩
ん
で
き
た
「
新
紅
の
挑
戦
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
。
最
終
章
に
ふ
さ
わ
し

い
幕
切
れ
に
選
手
た
ち
の
顔
に
は

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

た
。

◆
第
１
０
１
回
東

京
箱
根
間
往
復
大
学
駅

伝
競
走
（
１
・
２
、
３

東
京
・
大
手
町
～
神
奈

川
・
箱
根
町
芦
ノ
湖
）

１･２３

箱
根
駅
伝

往
路

･

５
㌔
大
手
町
～
芦
ノ
湖

復
路

･

６
㌔
芦
ノ
湖
～
大
手
町

翌
日
２
年
連
続
で
６
区
を
任
さ
れ
た
浦
田
優
斗
（
経

４
）
は
区
間
６
位
と
好
走
し
た
が
青
学
大
を
捉
え
ら
れ

ず
、
首
位
逆
転
は
７
区
岡
田
開
成
（
法
１
）
へ
委
ね
ら

れ
た
。
初
の
箱
根
路
を
「
上
位
を
狙
え
た
悔
し
さ
も
残

る
」
と
振
り
返
っ
た
岡
田
は
３
位
へ
順
位
を
落
と
し
て

し
ま
う
も
同
窓
の
先
輩
佐
野
、
柴
田
大
地
（
文
２
）
の

給
水
を
力
に
食
ら
い
付
い
た
。
８
区
は
同
じ
く
箱
根
デ

ビ
ュ
ー
戦
の
佐
藤
大
介
（
文
１
）
が
務
め
た
が
、
体
調

不
良
が
響
き
６
位
ま
で
転
落
。
９
区
吉
中
祐
太
（
文

３
）
は
途
中
桜
井
（
城
西
大
）
に
追
い
付
か
れ
る
が
、

離
さ
れ
る
こ
と
な
く
鶴
見
中
継
所
で
は
同
着
で
飛
び
込

む
粘
走
を
見
せ
た
。
ア
ン
カ
ー
は
藤
田
大
智
（
文
２)



「
本
当
に
一
瞬
だ
っ
た
」
と
語
る
最
終
10
区
は
城
西
大

と
並
走
を
続
け
、
そ
の
間
に
前
を
行
く
創
価
大
を
追
い

抜
き
、
５
位
ま
で
上
げ
て
大
手
町
へ
笑
顔
で
帰
還
し

た
。
「
中
大
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
ま
で
戻
っ
て
き
た｣



藤
原
監
督
が
こ
う
評
し
た
今
大
会
。
予
選
会
か
ら
の
船

出
を
強
い
ら
れ
た
が
、
上
位
を
維
持
し
見
事
シ
ー
ド
を

復
権
し
た
。
新
チ
ー
ム
は
次
な
る
目
標
に
向
け
て
動
き

出
し
た
。
「
優
勝
」
を
た
ぐ
り
寄
せ
、
大
手
町
に

真
紅
の
「
Ｃ
」
が
舞
い
上
が
る
日
を
待
ち
わ

び
て
い
る
。

（
大
日
方
惠
和
）

▼
大
会
結
果
▼
①
青
学
大
②
駒
大

❺
中
大

「
走
っ
て
く
れ
た
み
ん
な
あ
り
が
と
う
」
。

曇
天
の
大
手
町
と
は
反
対
に
佐
野
拓
実
主
将
（
経

４
）
の
胸
中
は
晴
れ
や
か
だ
っ
た
。
「
新
紅
の

挑
戦
」
と
銘
打
っ
て
走
り
出
し
た
１
年
。
５
位

入
賞
を
達
成
し
、
古
豪
再
興
を
印
象
づ
け
た
。

レ
ー
ス
は
序
盤
か
ら
１
区
吉
居
が
兄
、
吉
居
大

和
氏
（
令
６
卒
＝
現
ト
ヨ
タ
自
動
車
）
を
ほ

う
ふ
つ
と
さ
せ
る
飛
び
出
し
を
見
せ
た
。

区
間
賞
の
走
り
で
後
続
を
大
き
く
離
し

て
２
区
溜
池
一
太
（
文
３
）
へ
襷

（
た
す
き
）
を
渡
し
た
。
溜
池
は
東

国
大
な
ど
が
猛
追
す
る
中
、
「
の

び
の
び
と
走
れ
た
」
と
区
間
９

位
の
走
り
で
逃
げ
切
り
、
３

区
本
間
へ
と
託
し
た
。
本

間
も
２
位
と
の
差
を
広

げ
る
快
走
で
区
間
賞

を
獲
得
。
１
０
０
０

０
㍍
27
分
台
の
自

己
ベ
ス
ト
を
持

つ
３
人
の
活

躍
で

中
大
は
勢
い
づ
く
と
、
４
区
は
白
川
陽
大
（
文
３
）
が

出
走
し
区
間
９
位
を
マ
ー
ク
し
て
青
学
大
の
追
い
上
げ

を
振
り
切
っ
た
。
５
区
に
は
園
木
大
斗
（
法
４
）
が
最

初
で
最
後
の
箱
根
駅
伝
に
臨
ん
だ
。
惜
し
く
も
若
林

（
青
学
大
）
に
首
位
を
明
け
渡
し
て
し
ま
う
が
、
区
間

６
位
の
走
り
で
ゴ
ー
ル
し
、
２
大
会
ぶ
り
の
往
路
準
優

勝
を
果
た
し
た
。

「箱根を走るために卒
業を延期して１年残って
いるので後悔を残すこと
なく最後の箱根を走りき

りたいと思います」。箱根前にそう決意を語った園木は３
日、小田原中継所に別れを告げ、芦ノ湖へと駆け出してい
た。中盤、青学大にトップを渡す展開になったが、淡々と
ペースを刻み２位でゴールへ。５区６位の快走をみせた。

園木の走りについて藤原監督は、
「５年目だからと区間を与えたわけで
はなくて、彼が実力でつかみ取って、
なおかつ彼の人柄で後輩たちがみんな
慕ってくれていてというところでいく
と、往路の締めにふさわしい走りをし
てくれたのではないのかなと思いま
す」とねぎらった。

ゴール後、園木は「（往路）２位と
いう形で後悔がないと言ったら嘘にな
る」と悔恨の思いを口にしつつも、
「今の自分の全力は出しきりました」
と自身の走りを振り返った。

５年間の集大成として挑んだ今大
会。園木の力走でつながれた襷（たす
き）は後輩へと渡され、また歴史を作
る。（写真）

｢

み
ん
な
あ
り
が
と
う｣

◆
報
告
会
◆

ゴ
ー
ル
直
後
の
報
告
会
の
際
、
野
村
修
也
部
長
か
ら
４
年
生
一
人
ひ
と
り
に
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
。
選
手
の
噛
み
締
め
る
よ
う
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た

「報われたなと思います。み
んなにありがとうと伝えたい｣
「みんなが頑張ってくれたおか
げで目標が達成できたのでよかった」と語ったのは１

年間チームを作ってきた主将の佐野、副将の山平怜生
（法４）。屈託のない笑顔だった。共に箱根駅伝を走る
ことはかなわなかったが、その思いは仲間がつないだ。
苦しいことのほうが多かったと語るように、この１年

は困難の連続だった。それでも２人はひたむきにチーム
を作り、使命を全うした。「一緒に頑張ってきてよかっ
た。ありがとう」と互いに感謝の思いを口にした。
これからどのようなチームになってほしいか。「小さ

なことから丁寧に積み重ねて大きな夢をかなえてほし
い」（佐野）、「気負わずに力を発揮して優勝を目指し
て頑張ってほしい」（山平）とそれぞれ後輩たちへ熱い
エールを送った。佐野は４年間を振り返って、「たくさ
んの方々に支えていただいてここまでやり切ることがで
きたので感謝でいっぱいです」と思いを語った。
「相棒」として苦楽を共にしてきた２人。卒業後は別

々の道へ。かけがえのない４年間の経験がこれからの２
人の背中を押す。

５年目初の箱根路
園木

苦楽分けた｢相棒｣
主
将佐野副

将山平

３区

１区
兄
主
将
盟
友
…

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
背
負
っ
た
快
走

と
も
に
区
間
歴
代
４
位


と
も
に
区
間
歴
代
４
位


全
身
か
ら
力
が
抜

け
る
よ
う
な
、
人
生

で
初
め
て
の
感
覚
だ

っ
た
。
昨
年
11
月
３

日
、
私
が
３
歳
か
ら

応
援
す
る
横
浜
Ｄ
ｅ

Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

が
26
年
ぶ
り
の
日
本

一
に
輝
い
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は

選
手
が
、
ス
タ
ン
ド
で
は
フ
ァ
ン

が
思
い
思
い
に
感
動
を
分
か
ち
合

う
。
長
く
「
暗
黒
時
代
」
が
続
い

た
チ
ー
ム
だ
け
に
、
誰
も
が
待
ち

わ
び
た
栄
冠
。
ま
だ
20
歳
だ
が
私

も
低
迷
期
ど
真
ん
中
で
フ
ァ
ン
に

な
っ
た
身
だ
。
球
場
か
ら
の
帰
り

道
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
苦
い

記
憶
と
と
も
に
、
初
め
て
味
わ
う

「
優
勝
」
の
喜
び
を
か
み
締
め

た
。
▼
一
夜
経
っ
て
も
余
韻
は
残

っ
た
ま
ま
。
各
社
ス
ポ
ー
ツ
紙
や

地
元
紙
の
号
外
に
向
き
合
っ
た
。

「
た
ま
に
は
そ
ん
な
日
も
良
い

か
」
。
そ
ん
な
事
を
思
っ
て
い
た

時
、
ふ
と
一
つ
の
疑
問
が
浮
か
ん

だ
。
「
以
前
の
自
分
は
こ
こ
ま
で

興
味
を
持
っ
て
新
聞
を
読
ん
で
い

た
だ
ろ
う
か
？
」
。
特
徴
的
な
記

事
の
表
現
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫

な
ど
、
注
目
す
る
点
が
明
ら
か
に

数
年
前
と
違
う
。
気
付
け
ば
テ
レ

ビ
で
も
高
校
野
球
秋
季
関
東
大
会

を
無
意
識
に
付
け
て
い
る
。
思
え

ば
以
前
は
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
に
も

こ
こ
ま
で
の
興
味
は
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。
引
退
を
間
近
に
控
え
、

中
ス
ポ
の
活
動
が
私
の
日
常
に
も

た
ら
し
て
い
た
大
き
な
変
化
に
改

め
て
気
付
か
さ
れ
た
。
▼
入
学
式

直
前
の
３
月
中
旬
、
即
席
の
ア
カ

ウ
ン
ト
で
呟
い
た
「
＃
春
か
ら
中

央
」
に
集
ま
っ
た
多
く
の
反
応
に

対
し
て
一
際
惹
か
れ
た
の
が
「
新

人
記
者
募
集
」
の
フ
レ
ー
ズ
。
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
た
い
の
は
も
ち

ろ
ん
、
サ
ー
ク
ル
の
賑
や
か
な
雰

囲
気
は
合
わ
な
い
だ
ろ
う
と
思

い
、
直
感
で
入
部
を
決
め
た
。
同

世
代
の
ト
ッ
プ
選
手
の
活
躍
を
追

い
か
け
、
新
聞
と
し
て
フ
ァ
ン
に

届
け
る
。
本
格
的
な
広
報
活
動
を

ゼ
ロ
か
ら
行
う
先
輩
の
姿
に
憧
れ

を
抱
い
た
。
そ
ん
な
日
々
に
徐
々

に
自
分
も
携
わ
り
、
家
族
や
友
人

に
形
と
し
て
残
る
活
動
を
見
せ
ら

れ
る
こ
と
が
う
れ
し
く
、
毎
日
が

刺
激
的
だ
っ
た
。
▼
今
年
度
は
幹

部
の
立
場
と
な
っ
た
。
活
発
と
は

言
い
難
い
し
、
抜
け
て
い
る
部
分

も
多
い
自
分
が
毎
日
の
よ
う
に
部

の
こ
と
を
考
え
、
相
談
を
重
ね
、

誰
か
の
た
め
に
動
け
た
の
は
、
部

活
動
を
通
し
て
技
術
的
に
も
精
神

的
に
も
成
長
で
き
た
か
ら
。
そ
し

て
何
よ
り
中
ス
ポ
が
好
き
だ
っ
た

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
常
に
可
愛

が
っ
て
く
れ
た
先
輩
方
、
慕
っ
て

付
い
て
き
て
く
れ
る
後
輩
。
そ
れ

ぞ
れ
が
強
み
を
持
っ
て
い
て
助
け

合
え
る
同
期
。
あ
り
き
た
り
だ

が
、
こ
の
３
年
間
の
経
験
は
か
け

が
え
の
な
い
財
産
だ
。
中
ス
ポ
に

出
会
え
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
。

（
志
水
）

区10

藤
田
笑
顔
で
帰
還

１区で区間賞を獲
得した吉居と３
区区間賞の本間。
切り込み写真は
昨年１月３日、
報告会で肩
を落とす
選手た
ち

笑
顔
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
る
ア
ン
カ
ー
藤
田
〈
カ
メ
ラ
・
桑
沢
拓
徒
〉
切
り
込
み
写
真
は
右
上
か
ら
時
計
回
り
に
２
区
溜
池
、
４
区
白
川
、
５
区
園
木
、
９
区
吉
中
、
８
区
佐
藤
大
、
７
区
岡
田
、
６
区
浦
田

往路終了後、本
紙の取材に応じ
る藤原監督

往路終了後、本
紙の取材に応じ
る藤原監督

報告会でＣポーズする佐野と山平

往
路
準
Ｖ
＆
総
合
５
位


